
 

 

 

 

 

一般財団法人新潟県県瀬技術センター 

令和 2 年度研究助成事業（活動部門）実績報告書 

 

長生橋ライトアップの充実と長生橋フォーラム開催事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月 

 

長生橋を愛する会 

 

長生橋 虹色ライトアップ 2020.7 



■申請事業名： 長生橋ライトアップの充実と長生橋フォーラムの開催事業 

 

■活動の趣旨・目的 

 長生橋は、信濃川とともに長岡まつり花火大会の舞台として世代を超えて親しまれ、全国に知れ渡る

存在となっているが、初代長生橋は明治 9 年の架橋で萬代橋より 10 年早く、初めて信濃川に架けられて

いる橋であることなどの歴史や、3 代目長生橋の優れた景観をもつゲルバーワーレントラスが選奨土木遺

産に選定されていることなどの魅力については一般市民に共有されていない。 

2017 年、3 代目長生橋は 80 周年を迎えライトアップが開始された。夕闇に浮かびあがる長生橋は美し

く、長岡に新たな魅力を創出している。2018 年からは市民団体「長生橋を愛する会」が主体となり継続

実施している。 

 この長生橋ライトアップを充実・定着させ長生橋と長岡地域の魅力向上を図り、広く世界に発信して

いくとともに長生橋の歴史や構造について学ぶフォーラムを開催し、長生橋の魅力を市民と共有し地域

振興に寄与していく。 

 

■令和 2年度実施事業 

 1．長生橋ライトアップの充実 

   令和 2 年度の長生橋ライトアップは、開催が予定されていた東京オリンピックの成功祈願をこめ

たオリンピックカラーで開始する予定であったが、オリンピックが新型コロナウイルス感染拡大の

影響で延期となり、4 月 16 日、新型コロナウイルスの感染増加に対応する緊急事態宣言の対象地域

を全都道府県に拡大されたこと。新潟県においても感染拡大が止まらないことから、最前線で治療に

あたっておられる医療関係者の皆様への感謝とエールを送る活動として世界的に行われている「ブ

ルーライトアップ」に呼応した「長生橋ブルーライトアップ」で開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●長生橋のライトアップは、その色彩に意味と願いを込めたものとして概ね月替わりで実施した。 

  ・4 月 24 日～7 月 5 日：ブルー（コロナウイルス感染症に挑む医療従事者への感謝とエール） 

  ・7 月 6 日～7 月 31 日：ブルーと虹色（ブルーに加え明日への希望を込めた虹色） 

  ・8 月 1 日～8 月 31 日：ホワイト（終戦（長岡空襲）75 周年・慰霊と平和） 

  ・9 月 1 日～9 月 30 日：オレンジ（認知症啓発活動・オレンジリング） 

  ・10 月 1 日～10 月 31 日：ピンク（乳がん啓発活動・ピンクリボン） 

  ・11 月 1 日～11 月 30 日：ブルー（糖尿病啓発活動・ブルーサークル） 

  ・12 月 1 日～12 月 8 日・ホワイト（真珠湾攻撃の日（8 日）・慰霊と平和） 

■オリンピックカラー（試験点灯） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長生橋ライトアップ 
■ブルーライトアップ 

（コロナ感染支援・糖尿病啓発） 

■ブルーと虹色ライトアップ 

（コロナ感染支援・明日への希望） 

■オレンジライトアップ 

（認知症啓発） 

■ホワイトライトアップ 

（終戦 75 周年・慰霊と平和） 

■ピンクライトアップ 

（乳がん啓発） 



 

読売新聞 5 月 4 日 

 

 

 

 

 

新潟日報モア 

 

 

 

 

 

 

 

                           ※4月 24 日に予定していた点灯式は新型 

                            コロナウイルス感染拡大により実施しな 

                            かった。 

 

                                     新潟日報 7 月 8 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■長生橋照明機器（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  長生橋ライトアップ照明機器につい 

 ては、新潟県長岡地域振興局地域整備部 

 所有のものを協定に基づき長生橋を愛 

する会が借り受けライトアップを行っ 

ているものである。 

  令和 2年度、照明機器の設置・撤去、 

仮設電源引込・撤去については長岡地域 

振興局地域整備部の協力を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2．長生橋フォーラムの開催 

①長生橋構造見学会 

■目的 

 現長生橋は 3 代目、昭和 12 年 10 月竣工で、「下路式ゲルバー鋼ワーレントラス橋」といわれる構造

で、現存する日本国内では最大の橋長・径間数(13 連)である。橋脚上の山形トラスは定間隔で、その連続

性は平坦な地形にアクセントを与え優美な景観を示すと共に、長岡空襲時の焼夷弾の直撃痕を残しなが

ら長岡地域東西を結ぶ動脈として地域の交流・発展を支えた橋でもある。長生橋は平成 25 年、貴重な土

木遺産として選奨土木遺産に認定されている。 

この長生橋を市民の財産・地域の誇りと思えるよう、主に長岡地域の次代を担う小学生を対象に高所作

業車による「長生橋構造見学会」を開催し、長生橋の構造をまぢかにみてその魅力に触れることで、建設

業の魅力と重要性を理解してもらう機会とする。 

■主催と役割分担 

 主催：長生橋を愛する会／新潟県長岡地域振興局／（一社）新潟県建設業協会長岡支部 

 役割分担： 

  ・長生橋を愛する会：構造見学会企画・運営（参加者募集、資料作成、構造詳細解説など） 

  ・新潟県長岡地域振興局：高所作業車の手配、歴史・構造説明、河川一時使用など 

  ・建設業協会長岡支部：高所作業車の手配、安全帯着脱指導、高所作業車乗降補助など 

■実施日：令和 2年 9月 27 日（日）14:00～16:00 

■参加者：71 名（内小学生 36 名）･････参加申し込みは 122 名あり定員オーバー分については、次年度

開催を約束し丁重にお断りした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■構造見学会内容 

 ・高所作業車による長生橋見学（15 分） 

   （車上解説：長岡地域整備部） 

 ・長生橋の歴史説明（15 分） 

   （講師：長岡地域整備部） 

 ・長生橋の構造詳細説明（15 分） 

   （講師：長岡高専 井林教授） 

 

 

 

 

 

 

 ※各 8名程度の班別行動とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長生橋構造見学会資料（目次） 

↑長生橋構造見学会配布資料「長生橋のヒミツを探る」目次 

左上：高所作業車による見学 

左中：井林教授による構造説明 

左下：長生橋の歴史説明 

              ↓盛況だった長生橋構造見学会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲルバー ヒンジ部の構造 

長生橋構造見学会資料より 

長生橋 下部工（橋脚） 

新潟日報 9月 29 日 



②長生橋フォーラム 2020「長生橋の歴史と構造・補修計画」 

■趣旨・目的 

 初代長生橋は 1876（明治 9）年の竣工で万代橋より 10 年早く、信濃川への架橋の歴史は長生橋から始

まった。以来長岡の東西交流・発展を支えてきた。現在の長生橋は 3 代目、1937（昭和 12）年の竣工 83

年が経過している。長生橋フォーラム 2020 では、長生橋の優美な景観をもつゲルバートラスとはどのよ

うな構造なのか、土木工学の観点から詳しく解説してもらうとともに、老朽化が懸念される長生橋の現

状とこれから始まる本格的な補修工事はどのように進められるかを橋を管理する新潟県長岡地域振興局

から解説していただく。 

さらに長生橋を愛する会で 2018 年から始まった長生橋ライトアップの経過と意義・長生橋の魅力と長

岡のまちづくりについて考えていく。 

■主催と役割分担：長生橋を愛する会／新潟県建設業協会長岡支部 

・長生橋を愛する会：長生橋フォーラム 2020 企画・運営（参加募集、資料作成、講師手配など） 

・新潟県建設業協会長岡支部：参加者募集、CPDS 認定申請・証明発行など 

■実施日：令和 2 年 12 月 14 日（月）13:00～16:30 

■会場：アオーレ長岡 市民交流ホールＡ 

■参加者：103 名 

 

■プログラム 

 13:00～13:15：開会・趣旨説明 

 13:15～13:55：講演① 

「長生橋の歴史」 

講師：長岡地域振興局地域整備部 

計画専門員 小澤賢一氏 

14:00～15:00：講演② 

「長生橋の構造と土木工学」 

講師：長岡工業高等専門学校  

環境都市工学科教授 井林 康氏 

15:05～15:45：講演③ 

「長生橋の現状と補修工事」 

講師：長岡地域振興局地域整備部 

維持管理課長 水野 隆氏 

15:50～16:20：講演④ 

「長生橋ライトアップの経過と意義」 

講師：長生橋を愛する会  

理事長 渡辺 千雅氏 

 16:20～16:30：まとめ・閉会 

※参加者の体温測定、手指消毒、マスク着用及び会場の換気など新型コロナウイルス感染対策を万全に

行い開催した。長生橋の歴史・構造・補修計画、ライトアップの意義について理解され評価が高かった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーラム 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長生橋フォーラム配布資料と目次 

長生橋フォーラム 2020 日報 2021.1.9 


